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Figure 1. Statistics for the Japanese Biotech Firms (1998-2009) 
Source: Ministry of Economy, Trading and Industry of Japan (2010) 
 
 
 
 

 
 
Figure 2. The Database Architecture 
Shaded boxes represent the element of interest in this paper.  
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ㅮ₇題目 

⏘学連ᦠにおけるコーディネータの活動事౛について－JSTイノ࣋ーࣙࢩン

プラザᮾᾏ、JST᚟⯆ಁ㐍センター௝ྎ事務ᡤでの活動を通じて 

 
 （発⾲者Ặྡ㸦発⾲者ᡤ属ۑ

㸦⊂）科学ᢏ⾡᣺⯆機構 JST᚟⯆ಁ㐍センター௝ྎ事務ᡤ  原田 ┬୕ 

 
㸯㸬はじめに 

プラザᮾᾏは、大学等の研究ࢩーࢬの発᥀から௻業化までの研究㛤発をࢩー࣒レスにᨭ᥼し、ᆅ域の

イノ࣋ーࣙࢩンを๰出することを目的として、ᖹᡂ㸯㸲年ᗘにྡ古ᒇᕷに㛤㤋した。配⨨された㸲ྡの

科学ᢏ⾡コーディネータが、担ᙜᆅ域の研究ࢩーࢬの཰集や௻業ࢽーࢬのᢕᥱ、ࢩーࢬとࢽーࢬの࣐ッ

チング、௻業化に向けた⏘学ᐁඹ同研究ᨭ᥼などを行ってきた。㸦ᖹᡂ㸰㸯年㸯㸯᭶の事業仕分けで、

ᆅ域イノ࣋ーࣙࢩン๰出⥲合ᨭ᥼事業がᗫṆとの評価を受け、プラザはᖹᡂ㸰㸲年㸱᭶に㛢㤋）。 

さて、プラザᮾᾏは、工場ᆅᖏの┿っྈ中に఩⨨し、༙ᚄ 500㹫௨内に 100 社を㉸える中ᑠ௻業㸦㞽

⣽௻業）が集✚している。これら中ᑠ௻業は、ᅜの科学ᢏ⾡ᨭ᥼がṤどᾐ㏱してこなかった。一方、か

なりの中ᑠ௻業は、ぶ௻業の⦡りからゎᨺされて、自ᕫᢏ⾡を活かした〇ရ㛤発をษ望している。 

ところが、中ᑠ௻業からすれࡤ、ᢏ⾡課題をどの様にゎỴしたらよいか分からないし、ㄡに相ㄯした

らよいか分からない。このような状ἣの中で、プラザᮾᾏで㛤㤋ᙜึからコーディネート業務にᦠࢃり、

中ᑠ௻業の⏘学連ᦠᨭ᥼を行い、ᆅ域活性化にྲྀり⤌ࢇできたので、その事౛を⤂௓する。 

また、ᖹᡂ㸰㸲年㸲᭶から、全ᅜの大学等のᢏ⾡ࢩーࢬの被⅏ᆅ௻業における௻業化、ᐇ用化を᥎し

㐍めることにより、㟈⅏๓の状態࡬の᚟ᪧにとどまらず、新たなイノ࣋ーࣙࢩンの๰出をᅗり、被⅏ᆅ

⤒῭の᚟⯆ಁ㐍に㈉献することを目指して、㹈㹑㹒᚟⯆ಁ㐍センターが㛤タされた。この௝ྎ事務ᡤで

࣐ッチングプランࢼーとして、被⅏ᆅ௻業のࢽーࢬを発᥀し、大学等のࢩーࢬと࣐ッチングする事౛に

ついても、⤂௓する。 

 

㸰㸬プラザ・ࢧテライト事業 プラザᮾᾏでの活動内容 

ձ 研究会 㸦ᖹᡂ 14㹼23年ᗘ） 

ղ ⏘学ᐁ連ᦠコーディネータ連⤡会㆟ 㸦ᖹᡂ 15㹼23年ᗘ） 

ճ ឡ知㛤ദ㸸೺ᗣ㛗ᑑ関連 新ᢏ⾡ㄝ明会 㸦ᖹᡂ 18㹼22年ᗘ） 

մ ᮾᾏࣗࢽーテクノ࢛ࣇーラ࣒ 㸦ᖹᡂ 20㹼23年ᗘ） 

յ ௻業᠓ヰ会 㸦ᖹᡂ 20㹼23年ᗘ） 

ն ௻業ࢽーࢬ発⾲会 㸦ᖹᡂ 21㹼23年ᗘ） 

շ ㏆␥・中部ᆅ༊プラザ・ࢧテライトコーディネータ会㆟ 㸦ᖹᡂ 21㹼23年ᗘ） 

 

ձ 研究会 

ඛ㐍的研究事౛をᆅ域の௻業に⤂௓し、新つ事業の๰出ᡈいはそのᐇ用化をಁ㐍することを目的に、

ᖹᡂ 14年ᗘに㛤ദした。この研究会はᖹᡂ 23年ᗘまでに、80テー࣐の研究会を❧ࡕ上ࡆ、ᘏ࡭㛤ദ

ᩘは 380ᅇにཬࢇだ。 

᰾となる研究テー࣐、ཬࡧᗙ㛗の㑅௵は、コーディネータが௒ᚋの展㛤などㅖ状ἣからุ᩿してỴ

めた。研究テー࣐は㸰年間を㝈ᗘとし、参ຍᩘは 20 ே๓ᚋ、ㅮ₇ᚋは交流会を持つ事を基本ルール

に㛤ദした。࣐ッチング、事業࡬のᛂເに⧅がった他、⏘－⏘交流、公ເ事業の PR や௻業情報のධ

手がし᫆くなった。 

ղ⏘学ᐁ連ᦠコーディネータ連⤡会㆟ 

㛤㤋┤ᚋで、プラザの知ྡᗘはなく、役๭も理ゎされていなかった。一方、ᆅ域内の⏘学ᐁ連ᦠの

重要性をᙉく認識していた。そこで、ᆅ域内のコーディネータの資㉁の向上と交流を目的に、中部⤒

῭⏘業ᒁと合同でᖹᡂ 15年ᗘから㸰㹼㸱ᅇ㸭年㛤ദした。 

ճឡ知㛤ദ㸸೺ᗣ㛗ᑑ関連 新ᢏ⾡ㄝ明会 

ឡ知┴はᖹᡂ 17 年、೺ᗣ㛗ᑑ⏘業の⫱ᡂをᅗるため、「あいࡕ೺ᗣ㛗ᑑ⏘業クラスター᥎㐍༠㆟会」
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を❧ࡕ上ࡆた。これを受けて、೺ᗣ㛗ᑑに関ࢃるᢏ⾡ࢩーࢬを全ᅜから集めるため、JST 本部がᮾி

で㛤ദしている新ᢏ⾡ㄝ明会を、ྡ古ᒇで、೺ᗣ㛗ᑑのテー࣐に⤠った新ᢏ⾡ㄝ明会を㛤ദする様、

働きかけた。ᢏ⾡ࢩーࢬは、⏘学ᐁ連ᦠ᥎㐍会㆟㸦ி㒔）、イノ࣋ーࣙࢩンジャパン㸦大学見本ᕷ）

等の場を活用して見出した。ඹ同研究、事業࡬のᛂເ、ၟရ化など大きなᡂ果を上ࡆている。 

մᮾᾏࣗࢽーテクノ࢛ࣇーラ࣒  

௻業ࢽーࢬを㋃まえて、大学等の⊂自ᢏ⾡・新ᢏ⾡を、コーディネータが௻業研究者等に分かりや

すくㄝ明してඹ同研究を࿧ࡧかける目的で㛤ദした。毎ᅇ、テー࣐をỴめ、そのテー࣐に༶したᢏ⾡

をコーディネータが᥈し出し、㸳分間で⫼景、ᢏ⾡内容、ᚑ来ᢏ⾡・➇合ᢏ⾡とのẚ㍑、ᐇ用ࢬーࢩ

化に向けた課題、᝿定される用㏵等を要㡿よく発⾲するものである。⯆࿡を持ったᢏ⾡ࢩーࢬがあれ

コーディネータが発⾲ᚋ、別室にタけたㄝ明パネルのᡤで、研究者とコーディネータから᭦にྛ、ࡤ

ヲしく聞くことで理ゎを῝める事が出来る。࣐ッチング⋡も高く、年々௻業の参ຍ者が増えており、

大学等と௻業との交流をᅗる場として定╔していた。そのⅭ、プラザ㛢㤋ᚋは、中部⤒῭⏘業ᒁが本

事業をᘬき⥅いで行うこととなっている。 

յ௻業᠓ヰ会 

㏆くの௻業がどの様なことをやっているのか、どの様なᢏ⾡を持っているのか、意外と知らないこ

とが分かった。そこで、௻業間の交流をಁ㐍しつつ、大学等で生まれたᢏ⾡ࢩーࢬと、௻業がᢪえる

ᢏ⾡課題を結ࡧつけ、そのᢏ⾡ࢩーࢬのᐇ用化を目指すことを目的に㛤ദした。 

また、⏘学連ᦠᨭ᥼活動を行う中で、中ᑠ௻業をᢕᥱし、ᨭ᥼するのにᕷの役๭が大きいことが分

かった。そこで、自動㌴関連をはじめ⊂自のᢏ⾡で㡹ᙇっているᑠ௻業が多ᩘあり、ᕷがᆅඖ௻業ᨭ

᥼に⇕心で、ᆅඖ௻業のኌをᢕᥱしていることから、㕥㮵ᕷと᠓ヰ会を㛤ദした。⏘－⏘連ᦠ、➇த

的資金の⋓得などᡂ果を上ࡆた。 

ն௻業ࢽーࢬ発⾲会 

௻業が発⾲者で、研究者と参ຍコーディネータに、௻業のᚲ要なࢽーࢬがఱであるかを明確にఏえ

る場をタけた。JST 本部が、大௻業によるࢽーࢬの発⾲の場として「⏘から学࡬のプレࢮンテーࣙࢩ

ン」を㛤ദしているが、「௻業ࢽーࢬ発⾲会」では、発⾲௻業を中ᑠ௻業に⤠った。また、௻業の発

⾲を 15分、㉁␲ᛂ⟅が 15 分とし、この㉁␲ᛂ⟅を公㛤で行うことで、ၥ題Ⅼをあࡪりだし、௻業の

 。を、発⾲者も研究者と参ຍコーディネータも、より明確に理ゎすることが出来たࢬーࢽ

コーディネータは発⾲資料のసᡂから発⾲まで、またそのᚋの࣐ッチングの࢛ࣇローまでᨭ᥼した。

௻業ࢽーࢬ発⾲会の㊃᪨・目的が理ゎされ、ᆅ域の中ᑠ௻業にもዲ評を༤した。また、࣐ッチング⋡

が高く、ඹ同研究、➇த的資金の⋓得など大きくᡂ果が上がっている。プラザが㛢㤋となるため、本

事業を大ᗓᕷ、大ᗓၟ工会㆟ᡤがノウࣁウをᘬき⥅いで行う㐨➽がついた。 

շ㏆␥・中部ᆅ༊プラザ・ࢧテライトコーディネータ会㆟ 

ྛプラザ・ࢧテライトのඃれた活動を、他㤋と情報をඹ᭷しつつ、ྛ㤋のษ☩⌶☻をಁす目的で࿧

かけた。㏆␥・中部ᆅ༊の㸳㤋からコーディネータが参ຍし、➇த的資金の⋓得活動から㛢㤋にకࡧ

うノウࣁウのᩓ㐓など、資㉁の向上にṆまらず㤋の㐠Ⴀのあり方まで多ᒱにࢃたった。 

 

㸱㸬プラザᮾᾏでの活動事౛ 

  上グの活動の中で、 

ձឡ知㛤ദ㸸೺ᗣ㛗ᑑ関連 新ᢏ⾡ㄝ明会から、⟃Ἴ大学㸸♒田༤子ᩍᤵの「カ࢙࢜ࣇイルキࢼ

㓟によるアルࣁࢶイ࣐ーண㜵㣗ရ」 

ղ研究㛤発資源活用ᆺプロジ࢙クトから、୕重大学㸸古୸明ᩍᤵの「ḟୡ代┿⌔㣴Ṫᢏ⾡と  

スーパーアコࣖ㈅の㛤発・ᐇ用化」 

ճ௻業ࢽーࢬ発⾲会から、㸦株）中部デザイン研究ᡤの「㟁ụを౑用しない⿵⫈ჾの㛤発」 

    について、少しヲしく活動を⤂௓する。 

 

ձ⟃Ἴ大学㸸♒田༤子ᩍᤵの「カ࢙࢜ࣇイルキࢼ㓟によるアルࣁࢶイ࣐ーண㜵㣗ရ」 
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㎰Ỉ研究機関出㌟

㮵ඣᓥ┴㎰⏘≀ຍ工研究
指ᑟセンター
ụ田೺一郎 ᡤ㛗

㺬㺽㺶㺪㺈㺧㺎㺷の抽出

ᆅ域ࢽーࢬ༶ᛂᆺ 等

㺙㺠㺭㺐㺱、↝㓅㺔㺛等を฼用
した㺔㺪㺈㺓㺐㺷㺕㺣㓟の〇造

種子ᓥ・㮵ඣᓥのᆅ域᣺⯆

㺔㺪㺈㺓㺐㺷㺕㺣㓟をᙉ化
した㣧料・ࢮリー

㎰Ỉ研究機関

㙊田社㛗が種子ᓥ出㌟

㺔㺪㺈㺓㺐㺷㺕㺣㓟
ᙉ化ၟရ

㺔㺪㺈㺓㺐㺷㺕㺣㓟

♒田ᩍᤵチࣙット㐪う㸟
㺘㺎㺩㺎㇋௨外に㺙㺠㺭㺐㺱も

㹆20ղ 㺙㺠㺭㺐㺱⏤来㺔㺪㺈㺓㺐㺷㺕㺣㓟
高ྵ᭷㣗ရの㛤発

新ᢏ⾡ㄝ᫂会

೺ᗣ㛗ᑑをテー࣐で
ྡ古ᒇで㛤ദ

⏘Ꮫᐁ㐃ᦠ᥎㐍会㆟
䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䡸䢚䡨䢆䢛䢙

㙊⏣↷⏨ 社長

䠟社

㏆大䠖㕥ᮌ㧗ᗈ教ᤵ
Ⱎエネルギー

◊✲会

 
 
 

ղ୕重大学㸸古୸明ᩍᤵの「ḟୡ代┿⌔㣴Ṫᢏ⾡とスーパーアコࣖ㈅の㛤発・ᐇ用化」 

䠤15䡚19

ᆅᇦ⤖㞟ᆺ◊✲㛤Ⓨ

「㛢㙐性ᾏᇦにお䛡る
環境๰生プ䝻ジ䜵クト」

・新しい㔛ᾏの๰生
・ⱥ⹯‴の環境ືែண 

ởἾのί化と人ᕤᖸ₲・⸴場の
㐀成による自然のί化⬟力の
ྥ上

ᾏᇦの環境ಖ全と┿⌔㣴Ṫの生
⏘活ືが調和した新たなⱥ⹯‴
環境๰生

䠤19 䡚21

◊✲㛤Ⓨ資源活⏝ᆺ

「ḟୡ௦┿⌔㣴Ṫᢏ⾡と
スー䝟ー䜰コ䝲㈅の㛤Ⓨ・
実⏝化」

・㧗┿⌔分Ἢ⬟力、㧗生ṧスー䝟ー
䜰コ䝲㈅の育✀イ䝜ベーション

・ⰼ⌔┿⌔生⏘ᢏ⾡イ䝜ベーション

ⰼ⌔ 、㧗⣭ရ の割合が
大ᖜにྥ上

䠤21䡚23
◊✲㛤Ⓨ成果
実⿦ᨭ᥼䢈䢛䢗䡴䢚䢓䢍

「ⱥ⹯‴の環境෌生䜈ྥ䛡た
ఫẸཧຍᆺのᖸ₲෌生యไ
のᵓ⠏」

䠤22䡚24
新たな㎰ᯘỈ⏘
ᨻ⟇を᥎㐍䛩る
実⏝ᢏ⾡㛤Ⓨ஦
ᴗ 現場実ドᨭ᥼ᆺ
◊✲

㎰Ỉ┬

「┿⌔ᤄ᰾ᢏ⾡イ
䝜ベーションと㧗生
ṧ、㧗ရ㉁スー
䝟ー䜰コ䝲㈅の現
場䜈のᑟ入による
㠉新的┿⌔㣴Ṫ
実ド◊✲」

 
  

ճྡ古ᒇ工業大学㸸㯮柳ዡ෸ᩍᤵ「⿵正㡢響ࣔデルを基にした⿵⫈⪥カバーࢩステ࣒の研究㛤発」 

ᖹᡂ 23年ᗘ➨㸰ᅇ A-STEP FSࢩーࢬ㢧ᅾ化 
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䐡名ྂᒇᕤᴗ大Ꮫ䠖㯮ᰗዡ෸教ᤵ

ᗈᇦ䡮䢙䢈䡧䡬䢋䢕䢄䡫䢀䢘䡬䡴

名刺交換

交流会

୰㒊䝕䝄イン◊✲ᡤ

「䝍ブのᮌ」┦ㄯ -67、䢈䢛䢓䡷䢚஦ᴗの⤂௓

-67・㕥㮵ᕷ௻ᴗ᠓ヰ会

௻ᴗニー䝈Ⓨ⾲会

⿵⫈⪥䡲䢆䢚䡬
のㄢ題

・効果の⛉Ꮫ的᳨ド

・䛭の⤖果を⏝いて᭱㐺なၟရのస成

・㧗㱋⪅䢏䢂䡼䡬による効果の実ド

䠝䡶䡬䡿䢚䡤䢄䡬䡼

䠞大Ꮫ 䠟教ᤵ

共ྠ◊✲ዎ⣙ ��୓෇

ኴ⏣䡶䡬䡿䢚䡤䢄䡬䡼

名ᕤ大 㯮ᰗ෸教ᤵ

◊✲協力会 ５୓෇

䡿䢚䡬䡼ྲྀ得䠖効果あり䛭う䛰䟿

୰㒊⤒῭⏘ᴗᒁ

+�� ᆅᇦコン䝋

୙᥇ᢥ ᝰしい

+�� 愛知┴健康長ᑑ分㔝஦ᴗ化ಁ㐍஦ᴗ

㧗㱋⪅モニ䝍ー

ゝㄒ⫈ぬኈ

+�� 第２回 $�67(3 シー䝈㢧ᅾ化

「⿵正㡢㡪モ䝕ルをᇶにした⿵⫈⪥䜹バーシステ䝮の㛤Ⓨ」

「䝍ブのᮌ」の有効利⏝

「㟁ụを౑⏝しない⿵⫈ჾの㛤Ⓨ」「⿵正㡢㡪モ䝕ルをᇶにした⿵⫈⪥䜹バーシステ䝮の㛤Ⓨ」

 
 

㸲㸬JST ᚟⯆ಁ㐍センター௝ྎ事務ᡤでの活動 

 同センターでは、ᮾ日本大㟈⅏からの᚟⯆に向けて、JST がこれまでに⵳✚してきた知見や

⏘学連ᦠのノウࣁウ、ᙉࡳを最大㝈に活用し、被⅏ᆅ発の௻業ࢽーࢬの発᥀、大学等ࢩーࢬと

௻業ࢽーࢬの࣐ッチング、ඹ同研究の᥎㐍等のᨭ᥼に精ຊ的にྲྀり⤌ࢇでいる。 

     また、ᮾᾏᆅ域の௻業ཬࡧ大学のே⬦を活かし、ᮾ໭ᆅ域の大学ཬࡧ௻業との࣐ッチングも

ྲྀり⤌ࢇでいる。 

 

    ᚟⯆ಁ㐍プログラ࣒事業内容 

    

事業ྡ 

࣐ッチングಁ㐍 㸿－㹑㹒㹃㹎 ⏘学ඹ๰ 
可能性ヨ験 タイプϨ タイプϩ ᥈ ⣴ 㺚㺎㺛㺼㢧ᅾ化 

事 業 

内 容 

JST ࣐ッチングプランࢼーが⏘学ᐁ

連ᦠᨭ᥼機関の༠ຊのもとに被⅏ᆅ

域の௻業のࢽーࢬを発᥀し、これを

ゎỴできる大学等のᢏ⾡ࢩーࢬと࣐

ッチングし⏘学ඹ同研究をᨭ᥼する 

A-STEP 事業のもと FS ス

テージにおいて被⅏ᆅ

域の௻業ࢽーࢬを㋃ま

えたࢩーࢬのᐇ用化可

能性᳨ドをᨭ᥼する 

被⅏ᆅ域の⏘業⏺が望ࡴᢏ

⾡的課題のゎỴに資する基

┙研究をᨭ᥼する。ཪ⏘学ඹ

๰の場を㛤ദし⏘学の対ヰ

を通じてᢏ⾡テー࣐のゎỴ

をຍ㏿する。 

⏦ㄳ者 被⅏ᆅ௻業、 

全ᅜの大学等、 

JST࣐ッチングプランࢼー 

の㸱者ඹ同⏦ㄳ 

全 ᅜ の 大

学等、コー

デ ィ ネ ー

タ 等 の 㸰

者 ඹ 同 ⏦

ㄳ 

被 ⅏ ᆅ ௻

業、全ᅜの

大 学 等 の

㸰 者 ඹ 同

⏦ㄳ 

全ᅜの大学等 

研究費 

 

㹼 200 ୓

෇ 

㹼 1000 ୓

෇㸭年㺭㺍㺟

㺻㺖㺼㺪㺅㺻㺢㺼 

㹼 2000 ୓

෇㸭年㺭㺍㺟

㺻㺖㺼㺪㺅㺻㺢㺼 

基‽㢠 

170୓෇ 

基‽㢠 

800୓෇ 

最大 3000୓෇⛬ᗘ㸭年 

 H24年ᗘは最大 1500୓෇ 

ᮇ 間 1年 㸯㹼㸱年 㸯年 㸯年 㸰㹼㸱年 

ເ 集 

ᮇ 間 

年間を通じ受௜ 

➨㸰ᅇの⥾ษは㸷᭶㸰㸳日 

ເ集⤊஢ 

㸦⥾ษ 㸳᭶㸱㸯日） 

ເ集⤊஢ 

㸦⥾ษ 㸴᭶㸯㸲日） 

᥇ ᢥண

定件ᩘ 

H24年ᗘ 100㹼300課題 300課題 50課題 10課題 

 




